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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成31年1月10日(2019.1.10)

【公表番号】特表2015-537054(P2015-537054A)
【公表日】平成27年12月24日(2015.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-081
【出願番号】特願2015-547083(P2015-547083)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  45/72     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  49/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  53/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ   45/72     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   49/04     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ   49/04     　　　Ｅ
   Ｃ０７Ｂ   53/00     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｂ   61/00     ３００　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年11月20日(2018.11.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　キラルイリジウム錯体は配位原子としてＮおよびＰを有するキレート化有機リガンド、
２つのオレフィンまたは２つの炭素－炭素二重結合を有するジエンのいずれかに結合して
いることが好ましく、それ故、キラルイリジウム錯体は以下の式（ＩＩＩ－０）を有する
ことが好ましい。

【化６】

　（式中、
　Ｐ－Ｑ－Ｎは、不斉中心を含むか、または、面性もしくは軸キラリティーを有し、かつ
、前記錯体のイリジウム中心に対する結合部位として窒素およびリン原子を有するキレー
ト化有機リガンドを指し、
　Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３およびＹ４は、相互に独立して、水素原子、Ｃ１～１２アルキル、Ｃ

５～１０－シクロアルキルもしくは芳香族基であり；または、これらの少なくとも２つが
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一緒になって、少なくとも２個の炭素原子を有する少なくとも２価の架橋された基を形成
し；ただし、Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３およびＹ４のすべてが水素原子とされることはなく；なら
びに
【化７】

は、アニオンであり、特に、ハライド、ＰＦ６
－、ＳｂＦ６

－、テトラ（３，５－ビス（
トリフルオロメチル）フェニル）ホウ酸イオン（ＢＡｒＦ

－）、ＢＦ４
－、過フッ素化ス

ルホン酸イオン、好ましくはＦ３Ｃ－ＳＯ３
－またはＦ９Ｃ４－ＳＯ３

－；ＣｌＯ４
－、

Ａｌ（ＯＣ６Ｆ５）４
－、Ａｌ（ＯＣ（ＣＦ３）３）４

－、Ｎ（ＳＯ２ＣＦ３）２
－、Ｎ

（ＳＯ２Ｃ４Ｆ９）２
－およびＢ（Ｃ６Ｆ５）４

－からなる群から選択される）
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９０】
　キラルイリジウム錯体の高度に好ましいクラスは、式（ＩＩＩ）のキラルイリジウム錯
体である。

【化９】

　（式中、
　ｎは、１または２または３、好ましくは１または２であり、
　Ｘ１およびＸ２は、相互に独立して、水素原子、Ｃ１～４アルキル、Ｃ５～７－シクロ
アルキル、アダマンチル、フェニル（１～３個のＣ１～５－、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１

～４－パーフルオロアルキル基および／または１～５個のハロゲン原子で任意選択により
置換されている）、ベンジル、１－ナフチル、２－ナフチル、２－フリルまたはフェロセ
ニルであり、
　Ｚ１およびＺ２は、相互に独立して、水素原子、Ｃ１～５アルキルまたはＣ１～５アル
コキシ基であり、
　または、Ｚ１およびＺ２は、一緒になって、５～６員環を形成する架橋基を指し、
【化１０】

は、アニオンであり、特に、ハライド、ＰＦ６
－、ＳｂＦ６

－、テトラ（３，５－ビス（
トリフルオロメチル）フェニル）ホウ酸イオン（ＢＡｒＦ

－）、ＢＦ４
－、過フッ素化ス

ルホン酸イオン、好ましくはＦ３Ｃ－ＳＯ３
－またはＦ９Ｃ４－ＳＯ３

－；ＣｌＯ４
－、
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Ａｌ（ＯＣ６Ｆ５）４
－、Ａｌ（ＯＣ（ＣＦ３）３）４

－、Ｎ（ＳＯ２ＣＦ３）２
－、Ｎ

（ＳＯ２Ｃ４Ｆ９）２
－およびＢ（Ｃ６Ｆ５）４

－からなる群から選択され、
　Ｒ１は、フェニルもしくはｏ－トリルもしくはｍ－トリルもしくはｐ－トリル、または
、式（ＩＶａ）もしくは（ＩＶｂ）もしくは（ＩＶｃ）の基のいずれかを表し、
【化１１】

　　（式中、Ｒ２およびＲ３は、共にＨもしくはＣ１～Ｃ４アルキル基もしくはハロゲン
化Ｃ１～Ｃ４アルキル基を表すか、または、ハロゲン原子もしくはＣ１～Ｃ４アルキル基
もしくはＣ１～Ｃ４アルコキシ基により任意選択により置換されている６員脂環式もしく
は芳香族環を一緒になって形成する二価の基を表し、
　　Ｒ４およびＲ５は、共にＨもしくはＣ１～Ｃ４アルキル基もしくはハロゲン化Ｃ１～
Ｃ４アルキル基、または、ハロゲン原子もしくはＣ１～Ｃ４アルキル基もしくはＣ１～Ｃ

４アルコキシ基により任意選択により置換されている６員脂環式もしくは芳香族環を一緒
になって形成する二価の基を表し、
　　Ｒ６およびＲ７およびＲ８は、各々、Ｃ１～Ｃ４アルキル基またはハロゲン化Ｃ１～
Ｃ４アルキル基を表し、
　　Ｒ９およびＲ１０は、共にＨもしくはＣ１～Ｃ４アルキル基もしくはハロゲン化Ｃ１

～Ｃ４アルキル基、または、ハロゲン原子もしくはＣ１～Ｃ４アルキル基もしくはＣ１～
Ｃ４アルコキシ基により任意選択により置換されている６員脂環式もしくは芳香族環を一
緒になって形成する二価の基を表す）
　ならびに、＊は、式（ＩＩＩ）の錯体の不斉中心を表す）
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